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２０１９年度理事会資料 

 
１．第 33 期支部長（代理）挨拶 

支部長代理 向川 均 

 
２．報告事項 
 
報告１ 第 33 期役員の補充 

日本気象学会関西支部長（5 月 24 日までは代理：向川均 常任理事）は、

2019 年 3～4 月期の人事異動に伴い、次のとおり第 33 期の理事の推薦を行っ

た。本日までに各所属からの承認を得られており、既に第 33 期役員に就任い

ただいている。 
 

第 32 期役員 旧役員 新役員 新役員の所属 
常任理事 竹内 義明 森 隆志 大阪管区気象台 
常任理事 岸本 賢司 山下 順也 大阪管区気象台 
常任理事 弘田 実 片岡 幹男 大阪管区気象台 
地区理事（近畿） 小出 寛 榊原 茂記 大阪管区気象台 
地区理事（中国） 日当 智明 川真田 正宏 広島地方気象台 
地区理事（四国） 若山 昌彦 宮田 洋 高松地方気象台 

 
報告２ 第 33 期役員及び支部長互選 

日本気象学会関西支部の第 33 期役員（常任理事、地区理事、会計監査、幹

事）は以下のとおりとなる。（任期：2018 年 5 月 22 日～2020 年 5 月 31 日）。 
支部長は、日本気象学会関西支部規約第 10 条に基づき、本理事会において、

常任理事のうちから理事の互選によって選出する。 
 

第 33 期役員 氏名 所属 
常任理事 森 隆志 大阪管区気象台 
常任理事 向川 均 京都大学大学院 
常任理事 石岡 圭一 京都大学大学院 
常任理事 大澤 輝夫 神戸大学大学院 
常任理事 難波 良彰 日本気象予報士会関西支部 
常任理事 山下 順也 大阪管区気象台 
常任理事 片岡 幹男 大阪管区気象台 
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地区理事（近畿） 井上 進 日本気象協会関西支社 
地区理事（近畿） 榊原 茂記 大阪管区気象台 
地区理事（中国） 岩田 徹 岡山大学大学院 
地区理事（中国） 川真田 正宏 広島地方気象台 
地区理事（四国） 寺尾 徹 香川大学 
地区理事（四国） 宮田 洋 高松地方気象台 
会計監査 田口 晶彦 日本気象協会関西支社 
幹事 堀口 光章 京都大学防災研究所 
幹事 神野 正樹 大阪管区気象台 
幹事 水嶋 浩文 大阪管区気象台 
幹事 溝本 崇 大阪管区気象台 

 
報告３ 第 40 期後期「天気」地区編集委員 

2019 年 3～4 月期の人事異動に伴い、次のとおり就任いただく予定である。 
 

 第 40 期前期 第 40 期後期 新役員の所属 
地区編集委員 弘田 実 片岡 幹男 大阪管区気象台 

 
 
３．審議事項 
 
議案１ 2018 年度事業報告 
（１）役員会 
・理事会：2018 年 5 月 22 日 
・常任理事会：2018 年 11 月 12 日（第 33 期第 1 回） 

2019 年 3 月 18 日（第 33 期第 2 回） 
 
（２）例会 
・例会 

第 1 回（大阪管区気象台四国地区研究会と共催） 
2018 年 12 月 7 日～8 日（場所：高知大学朝倉キャンパス） 

第 2 回 
2018 年 12 月 15 日（場所：岡山大学環境理工） 

第 3 回（大阪管区気象台近畿地区研究会と共催） 
2018 年 12 月 21 日～22 日（場所：大阪管区気象台） 
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（４）講演会 
・2018 年 12 月 7 日（第 1 回例会内特別講演） 

「局地気象研究のすすめ－「肱川あらし」と「北岩手波状雲」の事例を中

心に－レーダーを用いた突風研究最前線」 
名越利幸氏（岩手大学教育学部理科教育科） 

・2018 年 12 月 15 日（第 2 回例会内特別講演） 
「渦相関観測と生物地球化学的観測を用いた諏訪湖におけるメタン動態

の解明」 
岩田拓記氏（信州大学理学部理学科物質循環学コース） 

・2018 年 12 月 22 日（第 3 回例会内特別講演） 
「古文書からわかる昔の大地震」 

弘瀬冬樹氏（気象研究所地震津波研究部） 
 
（５）日本気象学会関西支部第 40 回夏季大学 
・日時：2018 年 8 月 18 日（土）11：00～16：35 
・場所：京都テルサ東館 3 階大会議室 
・受講者：79 名 
・テーマ：惑星気象学の新展開 

1「木星型惑星の大気力学」 
竹広真一氏（京都大学数理解析研究所准教授） 

2「地球よりシンプルかもしれない火星大気のキホン」 
小郷原一智氏（滋賀県立大学工学部助教） 

3「金星探査から地球大気を考える」 
今村剛氏（東京大学大学院新領域創成科学研究科教授） 

 
（６）教育活動の拡充 
・気象関係合同進路説明会（夏季大学と同日・同会場で開催） 

対象：大学で気象学を学びたい高校生、 
気象の知識を活かした就職を希望する方 

内容：気象を学べる大学・大学院の紹介、気象庁への就職と仕事、 
気象の知識を行かせる就職先の紹介 

参加者：6 名（中学生 1 名、高校生１名、大学生 2 名、大学院生 1 名、 
気象予報士会員 1 名、保護者 1 名） 

・夏季大学への高校生・高専生の参加費を無料にする促進策の実施 
 
（７）第 11 回気象サイエンスカフェ in 関西 
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・日時：2019 年 2 月 2 日（土）14：30～16：00 
・場所：英國屋心斎橋本店 
・参加者：17 名 
・講演 
「平成最後の台風シーズンを振り返って」 

岸本賢司氏（大阪管区気象台予報課長） 
 
（８）関西支部ニュースの発行と通知 
・第 280 号（12/4）、第 281 号（2/26）、第 282 号（3/25）の WEB 掲示（発

行通知は E メールで実施） 
 
議案２ 2018 年度収支決算 

（別紙） 
 
議案３ 2018 年度会計監査報告 
（別紙） 

 
議案４ 2019 年度事業計画案 
（１）役員会 
・理事会：2019 年 5 月 24 日 
・常任理事会：3 回開催予定（10 月頃、12 月頃、3 月頃） 

 
（２）例会 
・開催計画 

近畿地区（大阪管区気象台近畿地区気象研究会と共催） 
2019 年 12 月 22～23 日（予定） 

中国地区（大阪管区気象台中国地区気象研究会との共催は未定） 
2019 年 12 月～2020 年 1 月頃 

四国地区（大阪管区気象台四国地区気象研究会と共催） 
2019 年 12 月～2020 年 1 月頃 

・例会講演要旨集 
例会の開催に合わせて電子媒体での提供を継続（支部 HP に掲載） 

 
（３）講演会 
・実施する場合は例会に併せて開催 
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（４）日本気象学会関西支部第 41 回夏季大学 
・日時：2019 年 8 月 17 日（土） 
・場所：京都テルサ大会議室 
・テーマ：地球温暖化と異常気象 

1「世界の温室効果ガスの様相を衛星から観る」 

横田達也氏(東洋大学情報連携学部教授/国立環境研究所フェロー) 

2「地球温暖化のこれまでとこれから」 

塩竈秀夫氏(国立環境研究所主任研究員) 

3「イベント・アトリビューション 

～異常気象と温暖化の関連を解き明かす新手法」 

今田由紀子氏(気象研究所気候・環境研究部第二研究室主任研究官) 

 

（５）教育活動の拡充 
・気象関係合同進路説明会の継続開催 
・夏季大学に高校生・高専生の参加費を無料にする促進策の継続実施 
・各地区例会での高校生による研究発表（ジュニアセッション）の受け入れ 

 
（６）第 13 回気象サイエンスカフェ in 関西 
・2019 年 12 月～2020 年 2 月頃に開催（大阪市） 

 
（７）関西支部ニュースの発行と通知 
・第 283 号～第 285 号の WEB 掲示（発行通知は E メールで実施） 

 
議案５ 2019 年度予算案審議 

（別紙） 
補足：近畿地区例会の日程・会場について 

 
４．意見交換 
・支部賞の創設について 

 


